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商品市況展望 

平成 25 年 11 月 17 日記 

米国の量的緩和策はまだ終わらない！（イエレン発言）米国の量的緩和策はまだ終わらない！（イエレン発言）米国の量的緩和策はまだ終わらない！（イエレン発言）米国の量的緩和策はまだ終わらない！（イエレン発言）    

 

イエレン次期 FRB 議長候補が、議会の証言台に立ちました。 

 

穏やかで飾り気のない語り口です。サマーズ教授やクルーグマン教授とは対極にあると言ってもいいでしょう。 

このような地味にも見える性格が、自己主張をすることが当たり前の米国社会において一体受け入れられるの

か、という気もするのですが‥意外と受けがいいのです。 

いずれにしても、これで議会がイエレン氏を承認するのは間違いなく、次期 FRB 議長が確定したと言ってい

いでしょう。 

 

では、イエリン氏はどのような考え方を持った人なのか？ 

一言で言えば、一言で言えば、一言で言えば、一言で言えば、dovish. dovish. dovish. dovish. つまり、ハト派。インフレ抑制よりも雇用の最大化を重視するタイプ！つまり、ハト派。インフレ抑制よりも雇用の最大化を重視するタイプ！つまり、ハト派。インフレ抑制よりも雇用の最大化を重視するタイプ！つまり、ハト派。インフレ抑制よりも雇用の最大化を重視するタイプ！ 

発音は、ドビッシュというよりダビッシュ！ ダルビッシュから「ル」を取ればいいのです。ダビッシュ！ 

話が脱線しましたが‥要するに、バーナンキ路線を継承する常識的な人と言っていいでしょう。 

 

具体的に言えば、景気が十分に力強さを取り戻すまでは、今の資産購入策を続けるということなのです。つま具体的に言えば、景気が十分に力強さを取り戻すまでは、今の資産購入策を続けるということなのです。つま具体的に言えば、景気が十分に力強さを取り戻すまでは、今の資産購入策を続けるということなのです。つま具体的に言えば、景気が十分に力強さを取り戻すまでは、今の資産購入策を続けるということなのです。つま

り、テーパリングには着手をしない、と。り、テーパリングには着手をしない、と。り、テーパリングには着手をしない、と。り、テーパリングには着手をしない、と。 

ということで、当然のことなということで、当然のことなということで、当然のことなということで、当然のことながらマーケットはパーティが続行されると受け止めて、大歓迎。だから、株価にがらマーケットはパーティが続行されると受け止めて、大歓迎。だから、株価にがらマーケットはパーティが続行されると受け止めて、大歓迎。だから、株価にがらマーケットはパーティが続行されると受け止めて、大歓迎。だから、株価に

は良い影響を与え、ドルは弱くなる、と。は良い影響を与え、ドルは弱くなる、と。は良い影響を与え、ドルは弱くなる、と。は良い影響を与え、ドルは弱くなる、と。 

 

いずれにしても、イエレン氏の主な発言を抜き出してみましたので、じっくりと味わってみて下さい。 

・超緩和策について問われて  

力強い景気回復を促進するために、我々ができる限りのことをすることが必要不可欠だ。 

（I consider it imperative that we do what we can to promote a very strong recovery.) 

景気回復に力強さが欠けるときには特に、緩和策を撤回しないことが重要だ。 

（It’s important not to remove support, especially when the recovery is fragile.) 

この措置が長くなればなるほど、心配しなければならないリスクが大きくなる。 

（The longer this program continues, the more we will need to worry about these risks.） 

 

・資産購入策（QE)はいつまでも続くのか？  

永遠に続くことはない。 

（I do not see the program as continuing indefinitely） 

 

・テーパリングに着手すると、マーケットに悪影響を与えることを連銀は恐れているのか？  

連銀が、市場の囚人になることはあり得ないし、あってはならない。 

（I don't think the Fed ever can be, or should be, a prisoner of the markets.） 

 

・何時テーパリングに着手するのか？  
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公開市場委員会が確認したいのは、景気回復が力強くそれがその後も続くという証だ。 

（What the committee is looking for is signs that we will have growth that is strong enough to promote 

continued progress.） 

http://blogos.com/article/73731/ 

 

 NY ダウが史上最高値を連日更新中であり、日経平均も 15,000 円台を回復してきている。 

失業率が下がらない限りは、金融緩和の縮小なんぞ行わないぞ！という態度を明確にしている時

期 FRB 総裁候補のイエレン氏の発言が、市場に好感されたためである。 

 よってドル安にもなっているわけだが、ドルは対円ではドル高。100 円台への円安が進むのは、

アベノミクス政策も支持されているという事なのだろう。 

 

 QE＝金融緩和が続けば、いずれバブルになって弾けるというのも正しいかもしれないし、ま

た実体経済以上に大きくなった金融市場というのが果たして正常なのかどうかにも、議論の余地

は大きいだろうが、そうは言ってもマーケットが元気になるのは嬉しいことだ。 

 だが商品市場も円安では上がったものの、当方はあまり期待をしていない。巻末のチャートを

良くご覧あれ！ 
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〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕    

〇東京金日足 

…削除済み… 

今週の金の値動き 

  12 月限（当限） 前日比 10 月限（先限） 前日比 

11 月 11 日 \4,087 -40 \4,099 -40 

11 月 12 日 \4,100 6 \4,105 6 

11 月 13 日 \4,075 -25 \4,081 -24 

11 月 14 日 \4,125 50 \4,130 49 

11 月 15 日 \4,143 18 \4,145 15 

金相場は、金相場は、金相場は、金相場は、先週号においては『4,298 円で戻り天井を打った相場は、下げトレンドに入っただ

ろう。目標はまず 4,000 円割れであり、年末までに 3,700 円台を目指す事になるだろう』とコメ

ントした。 

今週の相場展開は、イエレン発言で円安進行となったために週末 2 日間に上昇。4,1004,1004,1004,100 円台半円台半円台半円台半

ばを回復ばを回復ばを回復ばを回復した。 

 

4,059 円（11/13）まで下落していた相場は、4,1704,1704,1704,170 円まで円まで円まで円まで 111111111111 円幅の反騰円幅の反騰円幅の反騰円幅の反騰である。円安＆金

融緩和継続観測による NY 金の反騰も、この上昇の要因であろう。 

だがトレンド転換するには、4,200 円、4,300 円と上昇してくる必要があり、果たしてこの相

場にそこまでの元気があるか？という事だ。 

結論から先に言えば、当方の相場観は戻り売りのまま。戻りが終われば、いずれ 4,000 円は割

れて来るだろうとの判断である。 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 12 月 \4,519 

12 月 25

日 

\5,081 2 月 7 日 \3,745 6 月 28 日 \4,143 

2014 年 2 月 \4,759 2 月 26 日 \4,979 3 月 21 日 \3,751 6 月 28 日 \4,149 

2014 年 4 月 \4,585 4 月 25 日 \4,760 5 月 10 日 \3,749 6 月 28 日 \4,145 

2014 年 6 月 \4,031 6 月 26 日 \4,531 9 月 4 日 \3,750 6 月 28 日 \4,142 

2014 年 8 月 \4,424 8 月 28 日 \4,532 9 月 4 日 \3,975 

10 月 16

日 

\4,145 

2014 年 10 月 \4,254 

10 月 29

日 

\4,298 

10 月 31

日 

\\\\4,0594,0594,0594,059    

11111111 月月月月 13131313

日日日日    

\4,147 

    

〇NY 金日足 

…削除済み… 

11/11/11/11/15151515 のののの NYNYNYNY 市場では、前日比市場では、前日比市場では、前日比市場では、前日比 1.11.11.11.1 ドルドルドルドル高高高高のののの 1212121287.487.487.487.4 ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了。今週の安値は安値は安値は安値は 1260.51260.51260.51260.5 ドルドルドルドル

まであり、そこから多少は戻したが 1300 ドルには乗せていない。 

 

先週号においては…中略…。概ね、その相場観に変化はない。 
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さて大手金融機関の金相場に対する見通しだが、軒並み弱気予想である。 

○ ゴールドマン・サックスゴールドマン・サックスゴールドマン・サックスゴールドマン・サックス…………来年の金相場見通し来年の金相場見通し来年の金相場見通し来年の金相場見通し 1050105010501050 ドルドルドルドル    

○ シティグループシティグループシティグループシティグループ…………年末までに年末までに年末までに年末までに 1250125012501250 ドルまで下がるドルまで下がるドルまで下がるドルまで下がる    

○ モルガンスタンレーモルガンスタンレーモルガンスタンレーモルガンスタンレー…………1200120012001200 ドルまで下落ドルまで下落ドルまで下落ドルまで下落    

○ 英サクデン・フィ英サクデン・フィ英サクデン・フィ英サクデン・フィナンシャルナンシャルナンシャルナンシャル…………1100110011001100～～～～1500150015001500 ドル、年平均価格をドル、年平均価格をドル、年平均価格をドル、年平均価格を 1280128012801280 ドルドルドルドル    

○ 仏仏仏仏 BNPBNPBNPBNP パリバ…パリバ…パリバ…パリバ…2014201420142014 年見通し年見通し年見通し年見通し 1095109510951095 ドルドルドルドル←New 

このような状態で、大きな上昇などあまり考えられないだろうというのが、当方の基本的な見

方である。 

 

なお CFTC 発表の 11/11/11/11/12121212 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは…中略…  

 

またまたまたまた 11/11/11/11/15151515 現在での現在での現在での現在での ETFETFETFETF 残高は、残高は、残高は、残高は、…中略…  

 

結論として当方の相場観は、今週の安値からは 100 円強の戻りは出たが、所詮は一過性の戻り

であろう。戻り売りの方針に変化は無しであり、円安で戻ったところを売るのが良いだろう。 
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〇東京プラチナ日足 

…削除済み… 

今週のプラチナの値動き 

  12 月限（当限） 前日比 10 月限（先限） 前日比 

11 月 11 日 \4,610 -18 \4,634 -15 

11 月 12 日 \4,630 20 \4,651 17 

11 月 13 日 \4,612 -18 \4,632 -19 

11 月 14 日 \4,656 44 \4,678 46 

11 月 15 日 \4,699 43 \4,714 36 

プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、先週号においては『プラチナ相場単独で急騰をするとは思えないため、大勢

では戻り売りであろう。しかし南ア、ロシアにきな臭い動きがあるかもしれないため、短期張り

の方が無難であろうと見ている』とコメントした。 

今週の相場展開は、週前半はもみ合いだったが、週末に掛けて円安の追い風もあり上昇。再び

4,700 円台乗せを達成し、4,7404,7404,7404,740 円（円（円（円（11/1511/1511/1511/15）まで記録）まで記録）まで記録）まで記録。 

…中略…  

株高＆円安＆南アの情勢はプラチナ相場には強材料であり、株高が必ずしも買い材料とはなら

ない金とは一線を画していると言えるだろう。 

 

また弱気の発表が相次ぐ金相場の見通しとは逆に、ジョンソン・マッセイ社ジョンソン・マッセイ社ジョンソン・マッセイ社ジョンソン・マッセイ社は比較的強気の見

通しを発表。それによると… 

○ 2013201320132013 年のプラチナ需給は年のプラチナ需給は年のプラチナ需給は年のプラチナ需給は 18.818.818.818.8 トンの供給不足トンの供給不足トンの供給不足トンの供給不足。（前年の 10.6 トンの不足から拡大） 

○ 2014201420142014 年も供給不足が続く見込み年も供給不足が続く見込み年も供給不足が続く見込み年も供給不足が続く見込み。 

○ 価格予想レンジ価格予想レンジ価格予想レンジ価格予想レンジ 1360136013601360～～～～1580158015801580 ドル、平均ドル、平均ドル、平均ドル、平均 1465146514651465 ドルドルドルドル。 

…中略…  

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京プラチナ一代の動

き 

      

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 12 月 \4,249 

12 月 25

日 

\5,300 2 月 8 日 \4,122 6 月 27 日 \4,699 

2014 年 2 月 \4,831 2 月 26 日 \5,052 3 月 12 日 \4,125 6 月 27 日 \4,688 

2014 年 4 月 \4,622 4 月 25 日 \4,999 5 月 16 日 \4,109 6 月 27 日 \4,693 

2014 年 6 月 \4,284 6 月 26 日 \4,948 9 月 4 日 \4,125 6 月 27 日 \4,697 

2014 年 8 月 \4,810 8 月 28 日 \4,956 9 月 4 日 \4,302 10 月 4 日 \4,707 

2014 年 10 月 \4,648 

10 月 29

日 

\\\\4,7404,7404,7404,740    

11111111 月月月月 15151515

日日日日    

\\\\4,5884,5884,5884,588    

11111111 月月月月 12121212

日日日日    

\4,714 

 

〇プラチナ－金価格差日足 

…削除済み… 

週末現週末現週末現週末現在のサヤは、在のサヤは、在のサヤは、在のサヤは、4,4,4,4,714714714714 円（プラチナ）－円（プラチナ）－円（プラチナ）－円（プラチナ）－4,4,4,4,111147474747 円（金）＝円（金）＝円（金）＝円（金）＝555557575757 円円円円。 

…中略…  

結論として当方の相場観は、暴騰するほどの相場とは思えぬが、まだ安易に売る相場でもない

だろう。4,600 円台を維持している限りは、まだ押し目買いのトレンドに居ると判断したい。 
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〔〔〔〔原油・原油・原油・原油・石油製品〕石油製品〕石油製品〕石油製品〕    

〇NY 原油日足 

…削除済み… 

まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…    

先週号においては『63,000 円辺りまで戻れば再度の売り狙い。しかし安値を追いかける事は

せず、突っ込みは確実に利を入れる事を優先する逆張り相場での対処が良しだろう』とコメント

した。 

今週の相場展開は、NYNYNYNY 原油は原油は原油は原油は反発ならず反発ならず反発ならず反発ならず。週末 11/15 は、前日比 0.08 ドル高の 93.8493.8493.8493.84 ドルドルドルドルで

の終了である。 

相対力指数は相対力指数は相対力指数は相対力指数は 30303030 ポイントポイントポイントポイント台を回復で台を回復で台を回復で台を回復で、、、、チャートとしては逆行現象の出現中チャートとしては逆行現象の出現中チャートとしては逆行現象の出現中チャートとしては逆行現象の出現中。逆行には 3 段逆

行もあるので、これだけで底入れとの判断はできないが、元々の目標値が 92 ドルと当方はコメ

ントして来ているわけで、一応の底値圏には届いている。 

…中略…  

 

〇東京原油日足 

…削除済み… 

今週の東京原油の動き 

  11 月限（当限） 前日比 4 月限（先限） 前日比 

11 月 11 日 \64,700 1280 \62,530 1300 

11 月 12 日 \65,180 480 \63,200 670 

11 月 13 日 \65,110 -70 \63,130 -70 

11 月 14 日 \65,650 540 \63,960 830 

11 月 15 日 \66,110 450 \64,850 890 

東京原油は 61,61,61,61,130130130130 円（円（円（円（11/811/811/811/8））））を底とし、を底とし、を底とし、を底とし、65,10065,10065,10065,100 円（円（円（円（11/1511/1511/1511/15）まで一気の切り返し）まで一気の切り返し）まで一気の切り返し）まで一気の切り返し。 

チャートチャートチャートチャートは前週までの“は前週までの“は前週までの“は前週までの“底抜け底抜け底抜け底抜け“から、一目均衡表の雲の上にも出て“から、一目均衡表の雲の上にも出て“から、一目均衡表の雲の上にも出て“から、一目均衡表の雲の上にも出て買い転換買い転換買い転換買い転換。…中略…  

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 11 月 \60,370 6 月 3 日 \67,810 9 月 9 日 \58,040 6 月 14 日 \66,110 

2013 年 12 月 \60,580 7 月 1 日 \67,170 9 月 4 日 \60,000 8 月 9 日 \66,000 

2014 年 1 月 \62,420 8 月 1 日 \66,750 8 月 28 日 \59,720 8 月 9 日 \65,410 

2014 年 2 月 \63,890 9 月 2 日 \66,380 9 月 6 日 \61,410 11 月 8 日 \65,170 

2014 年 3 月 \62,520 10 月 1 日 \65,530 

10 月 17

日 

\61,250 11 月 8 日 \64,990 

2014 年 4 月 \63,780 11 月 1 日 \\\\65,10065,10065,10065,100    

11111111 月月月月 15151515

日日日日    

\61,130 11 月 8 日 \64,850 

 

 結論として当方の相場観は、このところ突っ込みは利食いでも、戻り売り一貫の相場観で臨ん

できた相場であるが、今週の切り返しにより様相は変化。安易な売りは停止し、しばらくは様子

見するのが良いだろう。場合によっては、押し目買いへの転換も考えたいが、これも高いところ

は買いたくない。 
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〇東京ガソリン日足 

…削除済み… 

今週のガソリンの値動き 

  12 月限（当限） 前日比 5 月限（先限） 前日比 

11 月 11 日 \72,770 770 \74,650 1000 

11 月 12 日 \73,280 510 \75,440 790 

11 月 13 日 \72,860 -420 \75,480 40 

11 月 14 日 \73,180 320 \76,560 1080 

11 月 15 日 \73,420 240 \77,250 700 

続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…    

先週号においては『大勢は戻り売りに変化はないが、スポット価格よりは大幅に割安であるた

め、突っ込みは確実に利入れするのがベターであろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、先週末の安値 73,62073,62073,62073,620 円（円（円（円（11/811/811/811/8）からは急反騰）からは急反騰）からは急反騰）からは急反騰。週末には 77,66077,66077,66077,660 円（円（円（円（11/1511/1511/1511/15））））

まで一気にまで一気にまで一気にまで一気に 4,0004,0004,0004,000 円超も買われる展開円超も買われる展開円超も買われる展開円超も買われる展開となった。 

 

急反騰の可能性はずっと示唆してきたが、1 週間で 4,000 円の急騰は凄まじい。チャートでは

一目均衡表の雲の上に抜けた 11/1411/1411/1411/14 にはトレンド転換にはトレンド転換にはトレンド転換にはトレンド転換となっている。 

…中略…  

概ねこの相場は、チャートがもの凄く悪くなったところが買いになり、良くなったところが売

りになるケースも多く、青天井型になってから再度売り直すのが良いのかも…。 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 12 月 \71,760 5 月 27 日 \77,880 9 月 6 日 \69,450 6 月 14 日 \73,420 

2014 年 1 月 \70,660 6 月 26 日 \77,500 8 月 28 日 \69,520 6 月 27 日 \74,400 

2014 年 2 月 \75,050 7 月 26 日 \77,660 8 月 28 日 \71,020 8 月 9 日 \74,660 

2014 年 3 月 \76,610 8 月 26 日 \78,870 8 月 28 日 \73,060 11 月 8 日 \76,100 

2014 年 4 月 \76,190 9 月 26 日 \78,270 

10 月 17

日 

\73,350 10 月 8 日 \76,790 

2014 年 5 月 \75,100 

10 月 28

日 

\\\\77,66077,66077,66077,660    

11111111 月月月月 15151515

日日日日    

\73,620 11 月 8 日 \77,260 

 

11/11/11/11/15151515 現在の現在の現在の現在の業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は、、、、…中略…  

 

11/911/911/911/9 現現現現在の在の在の在のガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、…中略…  

  

結論として当方の相場観は、チャートは 14 日に買い転換。売りは完全撤退である。ただし高

値を買い進むのも危険と見ており、割高を売る、割安を買うという冷静な見方が必要であろう。 
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〇東京原油日足 

…削除済み… 

今週の灯油の値動き 

  12 月限（当限） 前日比 5 月限（先限） 前日比 

11 月 11 日 \79,980 1070 \74,200 1250 

11 月 12 日 \80,540 560 \74,820 620 

11 月 13 日 \80,440 -100 \74,780 -40 

11 月 14 日 \80,790 350 \75,540 760 

11 月 15 日 \81,090 300 \76,130 590 

最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…    

先週号においては『需要期限月と不需要期限月の相場は別であろう。今後も戻るとすれば期近

主導となり、下落は先主導となってゆくものと想定する』とコメントした。 

今週の相場展開は、先週末安値 72,90072,90072,90072,900 円（円（円（円（11/811/811/811/8）→）→）→）→76,67076,67076,67076,670 円（円（円（円（11/1511/1511/1511/15）まで急反騰）まで急反騰）まで急反騰）まで急反騰。4,000

円近い反騰となった。 

 

先物は急反騰であるが、原油・ガソリンの反騰よりは若干値幅は小さい。またチャートもまだ

戻り売りの範疇とも言え、一目均衡表の雲の上にも抜けていない。 

ただし期近～中物の需要期に目を向けると、すでにただし期近～中物の需要期に目を向けると、すでにただし期近～中物の需要期に目を向けると、すでにただし期近～中物の需要期に目を向けると、すでに 81,00081,00081,00081,000 円台を回復であり、一代高値の更円台を回復であり、一代高値の更円台を回復であり、一代高値の更円台を回復であり、一代高値の更

新である。新である。新である。新である。81,00081,00081,00081,000 円台はチャート上の円台はチャート上の円台はチャート上の円台はチャート上の 9/99/99/99/9 の天井よりも更に高値に位置しているわけだ。の天井よりも更に高値に位置しているわけだ。の天井よりも更に高値に位置しているわけだ。の天井よりも更に高値に位置しているわけだ。    

…中略…  

 

なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 12 月 \74,610 5 月 27 日 \\\\81,50081,50081,50081,500    

11111111 月月月月 15151515

日日日日    

\71,580 6 月 14 日 \81,090 

2014 年 1 月 \73,900 6 月 26 日 \\\\81,60081,60081,60081,600    

11111111 月月月月 15151515

日日日日    

\72,650 6 月 27 日 \80,960 

2014 年 2 月 \78,000 7 月 26 日 \\\\81,39081,39081,39081,390    

11111111 月月月月 15151515

日日日日    

\74,130 8 月 9 日 \80,540 

2014 年 3 月 \79,130 8 月 26 日 \81,010 9 月 9 日 \75,710 11 月 8 日 \78,700 

2014 年 4 月 \75,440 9 月 26 日 \78,320 

10 月 17

日 

\73,430 11 月 8 日 \76,740 

2014 年 5 月 \74,290 

10 月 28

日 

\\\\76,67076,67076,67076,670    

11111111 月月月月 15151515

日日日日    

\72,900 11 月 8 日 \75,130 

 

11/11/11/11/15151515 現在現在現在現在の業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格は、、、、…中略…  

 

11/911/911/911/9 現在の現在の現在の現在の灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、…中略…  

   

結論として当方の相場観は、期近主導の上昇はもう少し続くかもしれない。しかしそれに騙さ

れて先物を買うのは避けた方が良いだろう。絶対に下がるとは言わないが、高値を買い進むとは

しごを外されるだろう。 
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〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕    

〇東京ゴム日足 

…削除済み… 

今週のゴムの値動き 

  11 月限（当限） 前日比 4 月限（先限） 前日比 

11 月 11 日 247.0 1.7 258.6 1.7 

11 月 12 日 248.5 1.5 258.6 0.0 

11 月 13 日 247.2 -1.3 257.8 -0.8 

11 月 14 日 248.2 1.0 259.1 1.3 

11 月 15 日 249.2 1.0 262.1 3.0 

先週号においては『材料・チャートともに戻り売りしか考えられないような相場であるが、あ

まりに弱材料しかないのに暴落しないのは、陰の極なのかどうかという話。それは杞憂であり、

またすぐに売らねばならぬ相場になるかもしれないが…さて？』とコメントした。 

今週の相場展開は、260 円台へと若干反騰。 

 

大して上がったわけではないが、11/511/511/511/5 の安値の安値の安値の安値 253.5253.5253.5253.5 円からは円からは円からは円からは 10101010 円ほどの反騰円ほどの反騰円ほどの反騰円ほどの反騰である。 

…中略…  

そうして 10 円戻した相場だが、270 円と来ればみな底打ちだと言うのだろうし、逆に再度の

255 円割れとなればやっぱり下だろうとなるだろう。ちょっと様子見するのがベターだ。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 11 月 267.7 5 月 28 日 279.0 9 月 9 日 223.9  6 月 25 日 249.2 

2013 年 12 月 231.0 6 月 25 日 282.5 9 月 9 日 225.5 6 月 25 日 252.9 

2014 年 1 月 257.0 7 月 26 日 287.1 9 月 9 日 238.7 7 月 31 日 254.1 

2014 年 2 月 278.8 8 月 27 日 290.3 9 月 9 日 249.2 11 月 5 日 258.2 

2014 年 3 月 277.9 9 月 25 日 278.5 9 月 25 日 251.0 11 月 5 日 260.5 

2014 年 4 月 261.1 

10 月 28

日 

265.4 

10 月 31

日 

253.5 11 月 5 日 262.1 

    

当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは、11 月限 249.2 円～4 月限 262.1 円と 12.912.912.912.9 円円円円のののの順順順順ザヤザヤザヤザヤ。順ザヤ幅は若干拡大し

た。 

週末週末週末週末現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、…中略…  

国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は、…中略…  

上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫は、は、は、は、11/15 現在で 9,410 トン増の 16 万 3,604 トン。年初来の在庫量をまた更新年初来の在庫量をまた更新年初来の在庫量をまた更新年初来の在庫量をまた更新

であであであであり、ここ数年で最大の在庫量を記録している。り、ここ数年で最大の在庫量を記録している。り、ここ数年で最大の在庫量を記録している。り、ここ数年で最大の在庫量を記録している。 

上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は、…中略…  

 

 結論として当方の相場観は、ファンダメンタルズから見て大勢の相場観は売りだろうと判断す

るが、目先は 270 円と来るか、255 円割れと来るかが焦点だろう。売りのタイミングを待ち、上

抜けた場合は様子見としたい。 



 10 

 〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕 

〇東京コーン日足 

…削除済み… 

今週のコーンの値動き 

  1 月限（当限） 前日比 11 月限（先限） 前日比 

11 月 11 日 \25,210 610 \25,000 610 

11 月 12 日 \25,400 190 \25,400 400 

11 月 13 日 \25,370 -30 \25,110 -290 

11 月 14 日 \25,320 -50 \25,010 -100 

11 月 15 日 \25,480 160 \25,150 140 

まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…    

先週号においては『来年の天候相場までやる価値なし。おそらく米農務省報告での反騰は、一

過性のものでしかないはず』とコメントした。 

今週の相場展開は、小さな W 底のような形で上昇し、11/12 には 25,44025,44025,44025,440 円まで上昇円まで上昇円まで上昇円まで上昇。 

 

チャートでは一目均衡表の上に出そうなところまで上がったが、その後はまた軟化。とは言え、

このコーン相場で 1,000 円程度の動きなどは大したものではない。 

生産高は生産高は生産高は生産高は 139139139139 億億億億 8,9008,9008,9008,900 万万万万 BuBuBuBu、、、、在庫率は在庫率は在庫率は在庫率は 14.614.614.614.6％％％％あるわけで、…中略…  

 

なお一代の動きは以下のとおりである。 

東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2014 年 1 月 \25,700 

12 月 17

日 

\28,600 6 月 3 日 \23,350 10 月 3 日 \25,480 

2014 年 3 月 \27,290 2 月 18 日 \28,750 6 月 3 日 \24,030 8 月 12 日 \25,000 

2014 年 5 月 \26,550 4 月 17 日 \28,970 6 月 3 日 \23,500 10 月 3 日 \24,220 

2014 年 7 月 \26,600 6 月 17 日 \28,410 6 月 21 日 \23,740 11 月 8 日 \24,450 

2014 年 9 月 \25,190 8 月 16 日 \26,600 8 月 27 日 \24,180 11 月 8 日 \24,890 

2014 年 11 月 \24,790 

10 月 16

日 

\\\\25,44025,44025,44025,440    

11111111 月月月月 12121212

日日日日    

\24,380 11 月 8 日 \25,150 

 

また CFTC 発表のファンドの建玉報告では、…中略…  

 

結論として当方の相場観は、ちょっと上がったからといって魅力はない。年内は仕掛け無用の

相場であろうと見ている。 
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〇東京大豆日足 

…削除済み… 

今週の大豆の値動き 

  12 月限（当限） 前日比 10 月限（先限） 前日比 

11 月 11 日 \57,200 -550 \53,730 1020 

11 月 12 日 \58,000 800 \54,240 510 

11 月 13 日 \58,000 0 \54,450 210 

11 月 14 日 \57,100 -900 \54,390 -60 

11 月 15 日 \60,000 2900 \54,750 370 

続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…    

先週号においては『来年の新穀相場＝2015 年 2 月限の発会までは、用無しの相場である。お

そらく米農務省報告での反騰は、一過性のものだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、一段高となった相場が 54,88054,88054,88054,880 円（円（円（円（11/1511/1511/1511/15））））まで上昇。先週末から 2,000

円ほどの上昇となったわけだ。 

 

53,600 円を抜けてチャート線形が良くなり、…中略…  

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 12 月 \50,680 12 月 17 日 \\\\60,10060,10060,10060,100    

11111111 月月月月 15151515

日日日日    

\48,450 1 月 9 日 \60,000 

2014 年 2 月 \53,000 2 月 18 日 \\\\58,60058,60058,60058,600    

11111111 月月月月 15151515

日日日日    

\48,960 8 月 8 日 \58,040 

2014 年 4 月 \50,910 4 月 17 日 \60,000 9 月 4 日 \49,850 5 月 2 日 \57,800 

2014 年 6 月 \51,760 6 月 17 日 \56,340 7 月 10 日 \49,130 8 月 8 日 \55,600 

2014 年 8 月 \52,600 8 月 16 日 \55,270 9 月 4 日 \51,480 10 月 3 日 \55,000 

2014 年 10 月 \53,600 10 月 16 日 \\\\54,88054,88054,88054,880    

11111111 月月月月 15151515

日日日日    

\51,900 

10 月 16

日 

\54,750 

 

また CFTC 発表のファンドの建玉報告では、…中略…  

 

結論として当方の相場観は、大相場になるようか環境ではない。新穀が安値で買い拾えるよう

になるまでは、手出し無用であろう。 

 

  



 12 

〔〔〔〔為替為替為替為替・株式・株式・株式・株式〕〕〕〕    

〇ドル/円相場日足 

…削除済み… 

週末には 9 月 11 日以来の 100 円台に乗せてきた。いわゆるチャートでは、三角持ち合い上放三角持ち合い上放三角持ち合い上放三角持ち合い上放

れれれれである。 

ターゲットは下から、100.60 円、101.53 円、103.73 円となる。下値の岩盤は 98 円台である。 

    

なお来週の主な予定は、…中略… などとなっている。 

 

〇日経 225/NY ダウ 2 銘柄合成日足 

…削除済み… 

イエレン時期イエレン時期イエレン時期イエレン時期 FRBFRBFRBFRB 総裁の発言で、総裁の発言で、総裁の発言で、総裁の発言で、NYNYNYNY ダウはまた新高値の更新中ダウはまた新高値の更新中ダウはまた新高値の更新中ダウはまた新高値の更新中。東京市場でピークを打っ

た 5 月の高値を大きく超えているわけだが、その東京株式市場もやっと 15,000 円台の大台を回

復している。 

ちなみに週末のNYダウは 85ドル高の続伸で 16,000ドル寸前。シカゴ日経平均先物は 15,315

円と大証の終値から 250 円高い。 

 

当方は、もうずっと言い続けている。買いは商品ではなく、株なのである買いは商品ではなく、株なのである買いは商品ではなく、株なのである買いは商品ではなく、株なのである。そういう風に金融

資本家たちは動いているのである。 

 

 

〇CRB 指数日足 

…削除済み… 

当方が、｢買いは商品ではなく、株なのだ｣とする証拠は、日経平均や NY ダウの相場と商品

相場の代表的な指数である CRB 指数を比較すれば、これは一目瞭然だろう。 

CRBCRBCRBCRB 指数は貴金属やエネルギー、穀物商品などの値動きから算出されるものだが、指数は貴金属やエネルギー、穀物商品などの値動きから算出されるものだが、指数は貴金属やエネルギー、穀物商品などの値動きから算出されるものだが、指数は貴金属やエネルギー、穀物商品などの値動きから算出されるものだが、2011201120112011 年の年の年の年の

5555 月に天井を打って下げトレンドであるわけだ月に天井を打って下げトレンドであるわけだ月に天井を打って下げトレンドであるわけだ月に天井を打って下げトレンドであるわけだ。 

株は押し目買い、商品は戻り売り。誰が見たってわかる話だ。株は押し目買い、商品は戻り売り。誰が見たってわかる話だ。株は押し目買い、商品は戻り売り。誰が見たってわかる話だ。株は押し目買い、商品は戻り売り。誰が見たってわかる話だ。    

 

 

 このレポートは、私が個人的な判断で書いたものです。 

内容の責任はすべて私に帰するものですが、取引に対する利益を保証するものでは在りません。 

（当たり前ですが念のため） 

 

        ひげの中ちゃん相場情報 

                       中田幸一郎 

        メールアドレス info@higenaka.com 


